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序     文 
 

国際協力機構（JICA）は、バヌアツ共和国からの技術協力要請に基づき、同国において「豊か

な前浜プロジェクト（フェーズ２）」を 2011 年 12 月から 2014 年 11 月まで実施してきました。 

当機構は、同プロジェクトの協力実績の把握や協力効果の評価を行うとともに、今後の大洋州

における沿岸資源管理に係る協力に対して提言することを目的として、2014 年 7 月 7 日から 7 月

23 日まで、当機構国際協力専門員 杉山俊士を団長とする終了時評価調査団を現地に派遣しまし

た。 

調査団は、バヌアツ共和国政府関係者と共同で現地調査、成果の確認と評価を行い、帰国後、

国内作業を経て調査結果を本報告書に取りまとめました。 

この報告書が今後の協力の更なる発展の指針となるとともに、本プロジェクトにより達成され

た成果が、同国の一層の発展に資することを期待いたします。 

終わりに、プロジェクトの実施にご協力とご支援を頂いた両国の関係者の皆様に、心から感謝

の意を表します。 

 

2014 年 11 月 

 
独立行政法人国際協力機構 
フィジー事務所長 澤田 寛之 
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終了時評価調査結果要約表 
１．案件の概要 

国名：バヌアツ共和国 案件名：豊かな前浜プロジェクト（フェーズ 2） 

分野：水産分野 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：フィジー事務所 協力金額（終了時評価時点）：2.7 億円 

協力期間 2011年12月～2014年11月
（3 年間） 

先方関係機関：バヌアツ国農業・畜産・林業・水産・検

疫省（MALFFB）水産局 

日本側協力機関：アイ・シー・ネット 株式会社 

１－１ 協力の背景と概要 

バヌアツ共和国（以下、「バヌアツ」と記す）を含む大洋州において、多くのコミュニティが

沿岸域に点在し、人びとは食料や収入を沿岸資源に大きく依存している。しかしながら近年、

沿岸開発にともなう環境破壊や魚介類の乱獲などの人為的影響、更には気候変動にともなう生

態系の遷移より、沿岸資源は減少の一途をたどっている。 
バヌアツ政府の国家開発戦略である「国家優先課題・行動計画（2006 年～2015 年）」は、農

林水産業・観光分野における民間セクター牽引型の経済成長を重視し、水産部門では「地方住

民のほとんどが何らかの形で関与し、現金収入源のみならず自給的栄養源として依存している

沿岸資源の適切な管理と利用が必要」としている。 
バヌアツの沿岸水産資源として、前浜には定着性の強い貝類（タカセガイ、ヤコウガイ、シ

ャコガイ等）やナマコ類、甲殻類が生息している。バヌアツはそれら資源の適切な管理に向け

て、特定の海産生物の捕獲禁止、漁獲サイズや漁期の規制による漁獲圧の低減、さらに農業・

畜産・林業・水産・検疫省（Ministry of Agriculture, Livestock, Forestry, Fisheries and Biosecurity：
MALFFB）の許認可による輸出調整に努めている。 

MALFFB 水産局（Vanuatu Fisheries Department：VFD）は沿岸資源管理の実施機関であるが、

コミュニティレベルでの普及活動は技術的・人的・予算的制約により十分に行われていなかっ

た。また、他ドナーから技術的支援を受けているが、人工種苗放流などによる直接的な増養殖

については行われていなかった。そのため、沿岸資源が減少傾向にあり、人々の生活に対する

負の影響が危惧されていた。かかる状況を踏まえ、バヌアツはわが国に対し、包括的な沿岸資源

管理（Community-Based Coastal Resource Management：CBCRM）に向けた技術協力を要請した。

同要請を受けて国際協力機構（JICA）は、技術協力プロジェクト「豊かな前浜プロジェクト

（フェーズ 1）（2006～2009 年）」を実施し、VFD が沿岸資源管理を実施できるよう、定着性の

強い資源である貝類に焦点を当てて増養殖技術に関する支援とともに、首都があるエファテ島

のモデルサイトで住民参加型の CBCRM にかかる手法の確立について支援した。フェーズ 1 で

の成果の達成により、貝類の増養殖技術において種苗生産及び中間育成の技術が構築され、ま

た、住民参加型による CBCRM 手法が確立されてモデルサイトでの活動が開始された。 
上述の成果に基づき、バヌアツは、住民主体による持続的利用が可能な CBCRM 及び継続的

な管理活動を担保するため、住民の生計向上を目的として、フェーズ 1 のモデルサイトで確立

した手法の継続的な実施に向けて、「豊かな前浜プロジェクト（フェーズ 2）」（以下、「本プロ

ジェクト」）をわが国に対して要請した。 
これを受け、JICA は本プロジェクトを 2011 年 12 月から 3 年間の予定で実施中である。 
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１－２ 協力内容 

（1）上位目標 
1．沿岸環境の保全及び沿岸資源の持続的利用が対象地域で強化される 
2．コミュニティを主体とする沿岸資源管理（CBCRM）が、周辺地域に波及する 

 
（2）プロジェクト目標 

離島を含む対象地域において、バヌアツ水産局（VFD）の適切な技術支援により、コミ

ュニティを主体とする CBCRM が実践される 
 

（3）成果 
成果 1：コミュニティを主体とする CBCRM を支援する VFD の能力が強化される 
成果 2：対象地域のコミュニティが CBCRM アプローチの技術と知識を習得する 
成果 3：CBCRM の実践を通じた経験と教訓が集約・統合される 

 
１－３ 投入（終了時評価時点） 

日本側 
・専門家派遣：JICA 専門家（計 7 名） 
・機材供与：集魚装置（Fish Aggregation Devices：FAD）、GPS 資機材等 
・プロジェクト活動費（計 23 回の現地研修実施（4,576 万円）及びローカルコスト負担計 9,112

万 7,000 円） 
バヌアツ側 

・カウンターパート（VFD 計 12 名）及びプロジェクトスタッフの配置 
・プロジェクト運営に必要な日常的経費（40 万バツ）（約 4,229 米ドル） 

２．評価調査団の概要 

調査者 担当分野 氏 名 所 属 

 団長/総括 杉山 俊士 JICA 国際協力専門員 

協力計画 吉田 健太郎 JICA フィジー事務所 所員 

評価分析 西川 圭輔 ㈱日本経済研究所 主任研究員 

調査期間 2014 年 7 月 7 日〜7 月 23 日 評価種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

（1）成果の達成度 
成果 1：コミュニティを主体とする CBCRM を支援する VFD の能力が強化される 

エンドライン調査では、VFD カウンターパートの 75％が CBCRM とその支援策について

理解できたとの回答が得られた。FAD 等の支援策については、カウンターパートの 88％が

技術を習得し、理解していると回答した。また、現場での実践的技術の習得に関しても、

①プロジェクト開始当初から、各パイロットサイトのベースライン調査をカウンターパー

トと専門家が住民とともに実施し、どのような CBCRM 計画や支援策が妥当なのか検討を
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行った。②カウンターパートが中心となり、住民とワークショップを実施し、ボトムアッ

プのアプローチにより、住民が実施可能な CBCRM 計画づくりを進めている。③VFD の支

所がないアネイティム島では、住民の代表をコミュニティ普及員に選任し、その普及員を

中心とした CBCRM の取り組みを推進しており、現在、VFD はその普及員制度を正式に制

度化するために候補者の選定基準や任命の手続きを整理している、④VFD 職員が地域機関

である太平洋共同体（Secretariat of the Pacific Community：SPC）のジャーナルに本プロジ

ェクトの成果に係る報告を 3 件行っているなど、能力強化が着実に進んでいる状況が確認

された。 
以上の結果から、本成果はほぼ達成されたといえる。 

 
成果 2：対象地域のコミュニティが CBCRM アプローチの技術と知識を習得する 

3 つのプロジェクトサイトの計 146 名に対して実施した、プロジェクトに関係した住民

の聞き取りにおいて、86％が CBCRM のアプローチの重要性を理解し他の住民に説明でき

ると回答したほか、84％がその支援策（FAD、データ分析、貝細工等）の重要性について

理解したと回答している。プロジェクトサイトには、既に MPA（Marine Protected Area）委

員会があり、慣習として資源管理を議論する場はあったが、本プロジェクトを通じて、

CBCRM 支援策ごとに小委員会が発足し、組織がより強化されたことが明らかとなった。

プロジェクトサイト間では、相互訪問による現場視察（学びの場）を通じて、意識を高

め合い技術力を向上させることができた。例えば、貝細工では他のサイトの技術力と自身

の村の技術力を比較することが可能となったほか、マラクラ島では、住民が漁獲量や販売

額などのデータ分析の意義を理解し、住民レベルでデータを一元的に管理するというアイ

デアに基づいて、（漁獲物を一元的に取り扱う）魚市場を設立するアイデアが話し合われ、

建設された。そのアイデアは他の村にも広がりつつある。 
以上の結果から、本成果はほぼ達成されたといえる。 

 
成果 3：CBCRM の実践を通じた経験と教訓が集約・統合される 

本プロジェクトでは、2014 年 10 月に CBCRM に関する地域・国内フォーラムが開催さ

れる予定であり、最終的な経験・教訓の取りまとめを行うこととなっているため、本成果

の達成状況の最終評価はこれらの活動の実施状況の確認を待つ必要がある。本プロジェク

トを通じてさまざまな知見が取りまとめられているが、パイロットサイトの CBCRM 計画

と普及員制度ガイドラインはいまだドラフトの段階であるため、プロジェクト完了までに

完成させることが成果達成の条件となる。 
以上の結果から、本成果はほぼ達成される見込みである。 

 
プロジェクト目標：離島を含む対象地域において、VFD の適切な技術支援により、コミュ

ニティを主体とする CBCRM が実践される 
プロジェクト目標の達成状況を測るための指標は「1．各パイロットサイトにおいて、

CBCRM 計画に基づき、少なくとも 1 つ以上の CBCRM マネジメント/支援が、各コミュニ

ティで開始されている」及び「2．すべてのパイロットサイトにおいて、CBCRM 評価票の

8 つの評価項目のうち、6 項目以上のスコアの上昇が見られる」であった。 
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1.の CBCRM マネジメント/支援については、各サイトにおいて暫定の CBCRM 計画におい

て既に多くの取り組みが開始されていることが確認された。また、2.の CBCRM 評価票（関

係者の行動変容を測定する質問票）においても、8 つのうち 7 つのスコアが上昇している。

以上より、プロジェクト目標は達成されたといえる。 
 

上位目標達成の見込み 
アネイティム島では、コミュニティがミステリー島を保護エリアに設定したことにより、

沿岸資源（主にナマコやウミガメ等）が増えているとの報告があった。また、VFD は、他

ドナーや研究機関から財政的な支援を得ながら CBCRM の取り組みをパイロットサイト以

外の地域に波及させる活動を既に始めていることが確認された。そのため、上位目標は一

部で発現し始めているといえる。 
 

効果発現に係る貢献・阻害要因 
本プロジェクトは、計画どおり実施されてきた。これは、専門家と VFD や住民レベルで

のカウンターパートが十分なコミュニケーションを図り、プロジェクト活動を推進してい

たためである。また、VFD カウンターパートの多くが課題別研修などで日本の研修を受け

ており、水産資源管理や住民参加型アプローチに関する基本的理解を有していたことも良

い効果を生んだ。そのほか、特筆すべき事例を以下に記す。一方で、プロジェクトを実施

するにあたり、阻害要因は特になかった。 
・他機関（女性局及び観光局）と積極的に連携し、貝細工販売に際しては、女性グルー

プの活用や“Eco-tag”の開発などを進めるとともに、これらの活動が資源管理を支援

するための活動であることの理解を促した。 
・マラクラ島では、コミュニティ開発の青年海外協力隊員（JOCV）がプロジェクト活動

をフォローし展開するという相乗効果が見られた。特に、現地活動費を活用し魚市場

に冷蔵庫を設置することでコミュニティの自主的活動を支援するなど優良事例が発現

した。 
・バヌアツの政府機関のほかに、SPC や NGO 等とも連携し、活動を効果的に推進して

いた。 
 

３－２ 評価結果の要約 

（1）妥当性 
「バヌアツ国国家開発計画」“Priorities & Action Agenda 2006-2015”は、プロジェクト期

間中である 2012 年に見直しが行われたが、その見直しの際にも CBCRM の重要性は引き続

き謳われている。また、MALFFB における“Corporate Plan 2014-2018”においても、CBCRM
に係る取り組みが明記されている。日本の援助政策との整合性についても、対「バヌアツ

国別援助方針（2013 年）」において「環境保全」「自然環境保全プログラム」のなかで、本

プロジェクトが位置づけられているため、十分な整合性があることが確認された。 
以上より、プロジェクトの妥当性は高いと判断できる。 
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（2）有効性 
プロジェクト目標はほぼ達成されており、本プロジェクトの有効性はおおむね確保され

ているといえる。プロジェクト目標と成果の整合性もとれており、前提条件にも変化はな

かった。現在、各パイロットサイトの CBCRM 計画が策定されている段階であるため、プ

ロジェクト終了までに完成させることが重要である。 
 

（3）効率性 
本プロジェクトの効率性は高かったといえる。日本側のインプットもプロジェクト目標

を達成するために十分であった。2006～2009 年まで実施されたフェーズ１では、主に貝類

の増養殖技術の構築を行ったが、フェーズ２より開始したコミュニティレベルを巻き込ん

だ CBCRM 活動では、フェーズ１の成果である貝類種苗が資源管理のツールとして有効活

用された。VFD カウンターパートもプロジェクト期間中に数名の交代があったが、専門家、

VFD、コミュニティ間のコミュニケーションも良く図られており、円滑にプロジェクト活

動を行うことができた。 
 

（4）インパクト 
既に上位目標でも述べたとおり、いくつかのプロジェクト成果を超えた効果が発現され

つつあるため、インパクトは高いといえる。カウンターパートに対する聞き取り調査から

も、現バヌアツ政権は「生産活動分野」に力を入れることを計画しており、水産分野もそ

のなかに含まれている。既に VFD 職員は、今回のプロジェクトの知見を他ドナーなどの外

部資金を活用しながら、プロジェクトサイト外（エマエ島など）に波及させている。また、

女性グループとの活動は、女性による経済活動への参加、代替収入源の創出という点で新

しいバヌアツのポテンシャルを発掘することができており、今後も大きなインパクトを与

えていく可能性がある。 
 

（5）持続性 
プロジェクト実施による成果の持続性は中程度である。MALFFB の“Corporate Plan 

2014-2018”からも、CBCRM 活動が今後も発展していく可能性はある。また、VFD 職員の

能力も向上しており、各パイロットサイトでも CBCRM のための活動を実施できる体制が

相当整っていた。今後、VFD がこのような活動をほかのコミュニティに普及するためには、

それに見合った予算の確保が必要になってくる。 
 

３－３ 結論 

5 項目評価の結果より、持続性が中程度であるものの、プロジェクト目標はほぼ達成された。

よって、本プロジェクトを予定どおり終了するのが適切である。今後は、本プロジェクトで構

築された CBCRM 計画・活動を引き続き、VFD とコミュニティレベルにて活動を継続すること

により、より強固な仕組みをつくることが必要である。 
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３－４ 提言 

（1）プロジェクト終了までの提言 
1）CBCRM 計画の最終化と承認 

CBCRM 計画はコミュニティレベルでの活動の重要な指針となるため、確実に文書化

し最終化すること。文書化された CBCRM 計画は定期的に見直しを行う際にも有用であ

る。計画の実効性を確保する意味からも計画の承認作業を進め、特に漁業法に基づき国

が正式に承認した計画として登録する手続きまで終了させることが重要である。 
2）コミュニティ普及員制度ガイドライン 

コミュニティ普及員制度ガイドラインがいまだドラフトの段階である。このガイドラ

インに普及員選定基準等の重要な記載事項を整理のうえ、完成させること。 
3）CBCRM に係る地域・国内セミナーについて 

2014 年 10 月に開催するセミナーに向け、本プロジェクトの成功事例・失敗事例を詳

細に分析し、関係者との情報共有及び広報を行うこと。 
 

（2）プロジェクト終了後の提言 
1）アプローチ、メカニズム、ツールの活用 

本プロジェクトでは、資源管理への取り組みの応用性・汎用性を確保すべくさまざま

なアプローチ、制度、方策・ツールなどを構築した。今後これらの普及（地域展開）を

積極的に進め、関連する知見・経験を蓄積すること。 
2）CBCRM 計画の定期的な見直しについて 

沿岸資源の管理計画は、沿岸資源の状態や環境の変化に応じて活動内容を定期的に見

直し、改定していくことが求められる。コミュニティは、こうした作業を確実に実施す

ること。また、その際には VFD が技術的な支援を行うこと。 
3）CBCRM 計画実施効果のモニタリング 

今後、CBCRM を普及するうえでは、優良事例をしっかりとモニタリングし、その成

果を明確な物証（エビデンス）として蓄積し、提示することが、他地域への展開を効率

的に進めていくうえでのカギとなる。 
4）他省庁とのパートナーシップについて 

本プロジェクトでは、各機関との連携が成果発現に効果的に寄与したが、その際には、

合同調整委員会（JCC）や関係者が連携の橋渡し役として機能していた。プロジェクト

終了後も、連携効果を維持するためには、関係機関が定期的に情報共有や連携協議を行

う場を確保する必要がある。また、同時に新たな外部機関（特に、検疫局や産業局）と

の連携体制の構築も必要である。 
5）本プロジェクトの経験の普及について 

VFD カウンターパートは、SPC や FLAMMA など地域機関・NGO との連携を通じて、

プロジェクト成果の積極的な広報・普及に努めること。SPC は、毎年サント島において

“Pacific Islands Fisheries Extension Officers Course”を実施しているが、この地域研修は

プロジェクト成果普及の好適な機会である。 
6）今後の CBCRM 活動の展開に必要な予算と人員について 

VFD カウンターパートは、今後の CBCRM 活動の展開に必要な予算を確保し、各コミ
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ュニティを支援するために十分な人員を配置すること。 
 

３－５ 教訓及び考察 

水産資源管理案件においては、VFD 等のカウンターパート機関が必要な予算と人員を配置し

たうえで、多様な状況に対応するための道具（管理方策＋支援方策）の選択肢をいかに増やし、

それらを効果的に組み合わせ運用する能力を高めるかがカギとなる。こうした道具の手配と運

用法が確立されれば、小さな VFD であっても効率的に水産資源管理を推進することができる。

本プロジェクトにおいては、6 つのアプローチの確立（①統合的資源管理アプローチ、②コミュ

ニティ普及員制度、③貝類資源を活用した資源管理アプローチ、④既存社会制度に立拠した委員会

の設立、⑤小委員会（cluster management）制度、⑥住民による自主的ルールの公式化）、そして６

つの管理・支援方策（①低コスト FAD、②コミュニティによるデータ収集、③地場資源を活用した

工芸品（貝細工）、④エコラベル、⑤漁民直営レストラン（フィッシュカフェ）、⑥相互訪問）が、

住民主体の水産資源管理を促進するための道具として採用され、これらの道具の開発に注力す

るとともに、それらを効果的に機能させるための仕組み・工夫を複層的に構築したことが、最

終的にプロジェクト目標を達成できた成功の要因である。 

これらの道具とその組み合わせの選択肢を如何に豊富にするかが、水産資源管理への取り組

みにおいて、応用性、汎用性があり、地域的にも広く応用展開が可能な付加価値の高いアプロ

ーチにつながり、太平洋州地域における JICA 支援において今後も有効に活用されることを期

待したい。 
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第１章 終了時評価調査実施の概要 
 
１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

バヌアツ共和国（以下、「バヌアツ」と記す）を含む大洋州において、多くのコミュニティが

沿岸域に点在し、人びとは食料や収入を沿岸資源に大きく依存している。しかしながら近年、沿

岸開発にともなう環境破壊や魚介類の乱獲などの人為的影響、更には気候変動にともなう生態系

の遷移より、沿岸資源は減少の一途をたどっている。 
バヌアツ政府の国家開発戦略である「国家優先課題・行動計画（2006 年～2015 年）」は、農林

水産業・観光分野における民間セクター牽引型の経済成長を重視し、水産部門では「地方住民の

ほとんどが何らかの形で関与し、現金収入源のみならず自給的栄養源として依存している沿岸資

源の適切な管理と利用が必要」としている。 
バヌアツの沿岸水産資源として、前浜には定着性の強い貝類（タカセガイ、ヤコウガイ、シャ

コガイ等）やナマコ類、甲殻類が生息している。バヌアツはそれら資源の適切な管理に向けて、

特定の海産生物の捕獲禁止、漁獲サイズや漁期の規制による漁獲圧の低減、さらに農業・畜産・

林業・水産・検疫省（Ministry of Agriculture, Livestock, Forestry, Fisheries and Biosecurity：MALFFB）
の許認可による輸出調整に努めている。 

MALFFB 水産局（Vanuatu Fisheries Department：VFD）が沿岸資源管理（Community-Based Coastal 
Resource Management：CBCRM）の実施機関であるが、コミュニティレベルでの普及活動は技術

的・人的・予算的制約により十分に行われていなかった。また、他ドナーから技術的支援を受け

ているが、人工種苗放流などによる直接的な増養殖は行われていなかった。そのため、沿岸資源

が減少傾向にあり、人々の生活に対する負の影響が危惧されていた。かかる状況を踏まえ、バヌ

アツはわが国に対し、包括的な CBCRM に向けた技術協力を要請した。 
同要請を受けて国際協力機構（JICA）は、技術協力プロジェクト「豊かな前浜プロジェクト（フ

ェーズ 1）（2006～2009 年）」を実施し、VFD が CBCRM を実施できるよう、定着性の強い資源で

ある貝類に焦点を当てて増養殖技術に関する支援とともに、首都があるエファテ島のモデルサイ

トで住民参加型の CBCRM にかかる手法の確立について支援した。フェーズ 1 での成果の達成に

より、貝類の増養殖技術において種苗生産及び中間育成の技術が構築され、また住民参加型によ

る CBCRM 手法が確立されてモデルサイトでの活動が開始された。 
上述の成果に基づき、バヌアツは、住民主体による持続的利用が可能な CBCRM 及び継続的な

管理活動を担保するため住民の生計向上を目的として、フェーズ 1 のモデルサイトで確立した手

法の継続的な実施に向けて、「豊かな前浜プロジェクト（フェーズ 2）」（以下、「本プロジェクト」）

をわが国に対して要請した。 
これを受け、JICA は本プロジェクトを 2011 年 12 月から 3 年間の予定で協力を実施中である。 
今回実施する終了時評価調査は、2014 年 11 月のプロジェクト終了を控え、プロジェクト活動、

成果を評価、確認するとともに、今後のプロジェクト活動に対する提言及び今後の類似事業の実

施にあたっての教訓を導くことを目的とする。 
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１－２ 調査団の構成 

担当業務 氏名 所 属 期 間 

団長/総括 杉山 俊士 JICA 国際協力専門員 7 月 14 日～7 月 23 日 

協力計画 吉田 健太郎 JICA フィジー事務所 所員 7 月 13 日～7 月 23 日 

評価分析 西川 圭輔 （株）日本経済研究所 主任研究員 7 月 7 日～7 月 23 日 

 
１－３ 調査日程 

調査期間：2014 年 7 月 7 日から 7 月 23 日（19 日間）（付属資料 4 参照） 
 
１－４ プロジェクトの概要 

・協力期間：2011 年 12 月～2014 年 11 月（3 年間） 
・相手国実施機関：バヌアツ国農業・畜産・林業・水産・検疫省 水産局（VFD） 
・対象地域：①マンガリリウ/レレパ/モソ、エファテ島、シェファ州 

②ウリ/ウリピブ/アマル・クラブベイ、マラクラ島、マランパ州 
③ミステリー島、アネイティム島、タフェア州 

・各協力目標と指標（付属資料 1～3 参照） 
 
【上位目標】 

1．沿岸環境の保全及び沿岸資源の持続的利用が対象地域で強化される 
2．コミュニティを主体とする沿岸資源管理（CBCRM）が、周辺地域に波及する 

 
【指標（データ入手先）】 

1．1 つ以上の環境・資源指標において正の変化が確認される（類似の沿岸管理資源調査報告

書） 
2．CBCRM の活動が少なくともパイロットプロジェクト以外の 1 村以上の村で実施される（バ

ヌアツ国水産局年次報告書） 
 
【プロジェクト目標】 

離島を含む対象地域において、バヌアツ水産局（VFD）の適切な技術支援により、コミュニテ

ィを主体とする CBCRM が実践される 
 
【指標（データ入手先）】 

1．各パイロットサイトにおいて、CBCRM 計画に基づき、少なくとも 1 つ以上の CBCRM マ

ネジメント/支援が、各コミュニティで開始されている（エンドライン調査） 
2．すべてのパイロットサイトにおいて、CBCRM 評価票の 8 つの評価項目のうち、6 項目以

上のスコアの上昇が見られる（CBCRM 評価票） 
 
【プロジェクト成果】 

1．コミュニティを主体とする CBCRM を支援する VFD の能力が強化される 
2．対象地域のコミュニティが CBCRM アプローチの技術と知識を習得する 
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3．CBCRM の実践を通じた経験と教訓が集約・統合される 
 
【指標（データ入手先）】 

1．80％以上の VFD カウンターパートが自己評価によって CBCRM に関する技術と知識が改

善されたことを認識している（エンドライン調査） 
2．80％以上のパイロットサイトのカウンターパートが自己評価によって CBCRM に関する技

術と知識が改善されたことを認識している（エンドライン調査） 
3．少なくとも 3 つ以上の CBCRM 活動の効果的な事例（方策）が、国内/域内フォーラムで発

表される（国内/域内フォーラムで発表される CBCRM 事例（方策）事例数） 
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第２章 プロジェクト達成状況 
 
２－１ 投入実績 

日本・バヌアツ側双方の投入実績の詳細は、付属資料 6～7 に掲載している。 
 
２－１－１ 日本側投入 
（1）専門家派遣 

本プロジェクトは、2011 年 9 月 14 日の Record of Discussions（R/D）締結を経て 2012 年

12 月に開始された。海産貝類増養殖分野の専門家が 2012 年 2 月にポートビラに到着し、

本プロジェクトが開始した。3 年にわたる協力期間中に、日本人短期専門家計 7 名がバヌ

アツに派遣された。日本人専門家は終了時評価時点までに合計 36 回バヌアツに渡航し、

合計 1,504 日間現地で活動した。プロジェクト終了時には渡航回数が合計 42 回、派遣日数

は 1,639 日に達する予定である。 
専門家の専門分野及び支援した内容は、沿岸資源管理（CBCRM）、資源アセスメント、

環境モニタリング、生計向上活動、貝類の増養殖技術、漁獲圧力の軽減、 参加型アプロ

ーチ、社会経済調査、ロジ業務等であった。 
 

（2）機材供与  
本プロジェクトでは、水産局（VFD）本部に多くの機材・用具が提供された。代表的な

ものは、防水デジタルカメラ、ポータブル GPS、データロガー等である。プロジェクトサ

イトには、主なものでは集魚装置（Fish Aggregating Device：FAD）をはじめとして、ポー

タブル GPS や電子チャート等が提供された。電化の進んでいないアネイティム島では太陽

光発電で稼働する貝細工機器と冷凍庫が本プロジェクトにて購入された。 
なお、終了時評価時までの機材供与総額は、合計で 99,877 米ドル〔うち、米ドル購入分

53,789 米ドル、日本円購入分 216 万 9,202 円（21,407 米ドル）、バツ購入分 233 万 4,300 バ

ツ（24,681 米ドル）〕であった。 
 

（3）研修実施 
本プロジェクトでは、終了時評価時までに 23 回研修が開催された（詳細は付属資料 11

合同評価レポート Annex8 参照）。これらの研修は VFD 本部で開催されるものもあったが、

プロジェクトサイト 3 カ所でも開催されている。研修のなかにはほかのサイトから受講者

を招き、相互往来をすることによって互いの活動や経験を共有するものもあった。 
 

（4）ローカルコスト負担 
日本側はプロジェクトサイトへの現場視察費用や研修実施など、プロジェクト活動の実

施に必要な経費を賄った。上記の機材経費を含めた 2014年 9月までの総支出予定額は 4,576
万 8,000 円（45 万 1,664 米ドル）であった。 

 
  



 

－5－ 

２－１－２ バヌアツ側投入 
（1）カウンターパートの配置 

本プロジェクトでは、VFD から計 12 名のカウンターパートが配置された。VFD 局長代

理がプロジェクト責任者となり、その他のカウンターパートは水産業振興部門の養殖調査

部と普及部から幅広く任命された。また、管理・政策部門や各州の担当官など、他部門の

職員の協力も得ながら本プロジェクトは実施された。これらのカウンターパートに加え、

パイロットサイトの多くのステークホルダーがローカルカウンターパートとして本プロ

ジェクトに参加し、アネイティム島では VFD によって、当地で資源管理や所得創出活動

を普及させるためのコミュニティ普及員候補が決まった。 
 

（2）カウンターパート予算 
バヌアツ側は光熱費（プロジェクトオフィスの電気・水道料金）及びそのほかの一般管

理費を負担している。VFD からは確定額は入手できなかったものの、終了時評価時までに

40 万バツ（4,229 米ドル）が支出されたと推計されている。 
 
２－２ 成果の達成状況 

本プロジェクトの各成果の達成状況の詳細は、（付属資料 8 成果グリッド）に記載されている。 
 
（1）成果 1：コミュニティを主体とする CBCRM を支援する VFD の能力が強化される 

・本成果（アウトプット）は、VFD カウンターパートが CBCRM に関する支援をコミュニテ

ィに提供する能力を強化することをめざしているものである。達成度を測るための評価指

標は「80％以上の VFD カウンターパートが自己評価によって CBCRM に関する技術と知

識が改善されたことを認識している」であった。 
・VFD カウンターパートは専門家と協働してプロジェクトを実施してきた。最初の大きな活

動はベースライン調査の実施であり、カウンターパートは沿岸コミュニティの CBCRM の

状況を明らかにするための調査手順を習得した（CBCRM に関する現況と課題、活動支援

のための現在の組織体制等）。カウンターパートは専門家からトレーニングを受けて調査

手順全般を監督し、専門家とともにコミュニティ向けワークショップを開催した。カウン

ターパートはワークショップの開催やアンケート調査において、各コミュニティの調査員

を監督・指導する経験を通じて、スキルが身についたと考えるようになった。終了時評価

調査期間中も、本プロジェクトでの経験をもとに、VFD カウンターパートの一部はプロジ

ェクトサイト外の別の島でも同じ手順で CBCRM を導入する様子が見られた。 
・プロジェクト期間中、既存の保護海域（Marine Protected Area：MPA）計画/タブーエリア

は、ベースライン調査の結果を受けて CBCRM 計画素案に発展的に改訂された。その過程

で VFD カウンターパートが計画素案をもとに各エリアの活動をモニタリングして結果を

分析し、どの活動を支援するか優先順位づけを行った。カウンターパートは手順を学んだ

だけではなく、当該地域でワークショップを開催した際には専門家とともに住民の協議会

を進める役割を担った。このプロセスを経て、カウンターパートはコミュニティの住民と

活動するときの要領や、計画・実行段階でどのようなサポートを行うと効果的かについて

理解を深めた。 
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・専門家が実施した調査結果によると、VFD カウンターパートの 88％が FAD を利用した漁

獲の推進、貝細工、漁民による直営レストラン（フィッシュカフェ）といった支援策を管

理できるとし、CBCRM 活動全体の計画及び実行を推進することができると回答した（普

及部全員と養殖調査部の 70％が肯定的に回答）。また、VFD カウンターパートの 75％が

CBCRM における資源管理方策及び支援策の関係を理解し、コミュニティのモチベーショ

ンを上げることができると回答した（普及部全員と養殖調査部の 50％が肯定的に回答）。

これら代替手段による生計向上活動は沿岸資源の節約に重要な役割を果たしている。また、

VFD カウンターパートはバヌアツ工科学院（Vanuatu Institute of Technology）と連携して研

修を実施したり、小型の FAD を導入したりすることを経験した。大ジャコガイの育成管

理、放流した貝のモニタリング、漁獲活動のデータ収集、FAD を使った漁獲技術も CBCRM
に関する手法であり、VFD 職員の知識や経験を強化するものであった。本プロジェクトで

はコミュニティが直接メリットを受けられる支援策を提供することによって、これらの支

援策を資源管理全体の一部として組み込んだ。それによって、資源管理の好循環が起こり

始めていることが確認された。カウンターパートはすべてのプロセスに専門家やコミュニ

ティと一緒に関与し、その結果、国内の他地域にもこれらの手順を応用できる自信をもつ

ようになった。 
・専門家が実施したカウンターパート調査の調査対象は合計で 8 名（各部門 4 名ずつ）と少

なかったが、そのなかで養殖調査部の達成度に関する認識が全般的に普及部よりも低い主

な要因は、普及部のカウンターパートが支援した代替収入源の獲得活動が早い段階で効果

が発現したのに対し、養殖調査部の支援した放流資源の定着と再生産はコミュニティが実

感できる成果が表われるまでに時間がかかることにある。 
・資源管理方策については、対象となる種類、サイズ、漁場、漁法の制限が CBCRM 全体及

び VFD の知識・経験の強化に効果的であると考えられる。 
・VFD カウンターパートは CBCRM の流れ全体をコミュニティと一緒に一通り経験したこと

で、コミュニティの視点をより深く理解でき、必要な支援を適切なタイミングでコミュニ

ティに提供できるようになった。例えば、CBCRM 計画立案やタブーエリアの監視、貝細

工、大ジャコガイの生息地保全、コミュニティの人々による貝類の放流と経過観察、魚市

場の共同運営などが挙げられる。VFD カウンターパートは本プロジェクトの経験から、他

の地域でもこれらの支援策は応用可能であると考えている。 
・また、VFD カウンターパートは太平洋共同体（Secretariat of the Pacific Community：SPC）

の情報誌にプロジェクト活動に関する報告書「バヌアツ沿岸村落ベースライン調査（2013
年 12 月）」を掲載した。さらに、SPC からの要請に応じて、2 つのテクニカルペーパー（報

告書）「新しい FAD 開発がバヌアツのコミュニティ漁業運営に力を与える」及び「バヌア

ツでソデイカを初めて捕獲」が 2014 年に掲載される予定である（現時点ではドラフト）。

これらの例は、カウンターパートが大洋州地域の情報誌に執筆できるほどの知識があるこ

とを示している。彼らは執筆要請がきたという出来事によって、自分たちの活動が地域に

認識されていることを実感した。 
以上の結果により、成果 1 はほぼ達成されたということができる。しかし、終了時評価時

には、VFD カウンターパートは、本プロジェクトの専門家の支援によって技能は強化・向上

したが、更に向上させる必要があると考えていることがわかった。彼らは活動プロセスを一
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通り経験したが、対象地域の活動のモニタリングに関する助言や本プロジェクトで学んだこ

とを他の地域で実施する際の更なる助言が必要であると感じている。 
 
（2）成果 2：対象地域のコミュニティが CBCRM アプローチの技術と知識を習得する 

1）本成果の達成度を測るため、ステークホルダー及びパイロットサイトの住民を対象に面

談調査を実施し、合計 146 名からの回答が得られた（北エファテ島 58 名、マラクラ島 55
名、アネイティム島 33 名。全体の内訳は男性 94 名、女性 52 名）。本成果の指標は「80％
以上のパイロットサイトのカウンターパートが自己評価によって CBCRM に関する技術と

知識が改善されたことを認識している」であった。 
2）ベースライン調査は積極的に参加しているコミュニティのリーダーたちの協力のもと実

施された。調査期間中、コミュニティのメンバーは自分たちのコミュニティの社会経済的

な側面を調べ分析するスキルが身についた。 
3）本成果について特筆すべき点は、プロジェクト期間中、対象コミュニティの CBCRM メ

カニズムの強化がみられたという点であった。対象地域には既に MPA 委員会があり、プ

ロジェクト実施前からタブーエリアが設定されていた。しかし、ステークホルダーとの話

し合いや活動を通じて MPA 委員会はコミュニティメンバー全体の関与が強まって更に活

動的になり、FAD 管理委員会、貝細工グループ、フィッシュカフェグループといった多く

の小委員会やグループが設立され、それぞれ活動するようになった。政府による全面的な

支援やサービスが期待できない地方部では、各エリアに政府から委任された機関を設置し、

CBCRM の枠組みのなかで活動する委員会やグループを設立して MPA 委員会が管理する

のが効果的な方法であると考えられる。本プロジェクトでの経験は、統合管理アプローチ

の実施が、さまざまな CBCRM 関連活動を行ってきたコミュニティメンバーの更なる参加

を促したという点で成功であったということができる。 
4）ローカルカウンターパート及び住民による自己評価によると、全体の 86％がコミュニテ

ィ主体の CBCRM の重要性を他のコミュニティメンバーに説明でき、84％がその支援策や

資源管理の重要性を理解しているという回答が得られた。 
5）支援策については、技能や知識が向上したと回答した割合は以下のとおりであった。 
・集魚装置（FAD）を用いた漁獲方法（79％） 
・漁業活動に関するデータ収集（82％） 
・貝の細工や工芸（77％） 

また、全体の 97％が CBCRM のための支援活動はコミュニティで引き続き実施できると

考えている。 
6）資源管理方法については、以下の割合で技能や知識が改善したという回答が得られた。 
・対象となる保護種の選定（84％） 
・漁場の制限（78％） 
・魚のサイズの制限（77％） 
・漁獲方法の制限（69％） 
・漁業規制の知識（66％） 

7）各サイトで実施されたワークショップや研修プログラムでは、プロジェクトチームの支

援のもと合同ワークショップや相互視察が実施され、研修・ワークショップ参加者にとっ
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て刺激になった。 
主な例を以下に示す。 

・実際にミステリー島のリーフ環境が資源の枯渇から 10 年でどのように復活したかをみ

る。アネイティム島の視察は、ほかのパイロットエリアからの参加者にとって大きな刺

激となった。 
・マラクラ島の MPA メンバーは、北エファテ島の経験者から、「貝を保護区に放流する際、

繁殖のため互いに近い距離に置いた方がよい」ことを学んだ。 
・他のエリアで製作された貝細工の閲覧は自分たちの製品の多様化にとって参考になった。 

    
上記結果より、複数ある個別の支援策や資源管理手法の一部の自己評価が 80％をやや下

回るものの、全体として 80％以上の住民が CBCRM に関する技術と知識が改善されたこと

を認識しており、成果 2 はほぼ達成されたといえる。 
 
（3）成果 3：CBCRM の実践を通じた経験と教訓が集約・統合される 

1）本成果の達成度を測る指標は「少なくとも 3 つ以上の CBCRM の効果的な事例（方策）

が、国内/域内フォーラムで発表される」であった。 
2）国内/域内フォーラムは 2014 年 10 月にそれぞれ 4 日間開催され、各 50 名が出席予定で

ある。したがって、本アウトプットはまだ達成されていないが、10 月のフォーラム実施に

よって達成される予定である。 
3）終了時評価時点で、経験や教訓は集約・統合された。いくつか例を挙げると以下のとお

りである。 
・既存の MPA 委員会を再生させ、そのほかの委員会やグループを設立したという経験 
・普及員任命のためのガイドライン草案の作成 
・対象地域のコミュニティを主体とする CBCRM のためのアクションプランの草稿作成 
・海洋資源モニタリングを目的とした漁獲データの収集 
・対象地域のベースライン調査結果及び SPC ジャーナルへの掲載 
・低価格の集魚装置（FAD）の導入 

 
２－３ プロジェクト目標の達成見込み 

プロジェクト目標：離島を含む対象地域において、バヌアツ水産局（VFD）の適切な技術支援

により、コミュニティを主体とする CBCRM が実践される  
指標： 

1．各パイロットサイトにおいて、CBCRM 計画に基づき、少なくとも 1 つ以上の CBCRM
マネジメント/支援が、各コミュニティで開始されている 

2．すべてのパイロットサイトにおいて、CBCRM 評価票の 8 つの評価項目のうち、6 項目

以上のスコアの上昇が見られる 
 

指標 1 について、終了時評価時点の各パイロット地域での資源管理方策と支援方策に関して以

下のとおり概要表にまとめた。 
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サイト名 資源管理方策 支援活動 

ア ネ イ テ

ィム島 

・漁業法による漁獲

規制の順守（ヤコ

ウガイ、ナマコの

禁漁、タカセガイ

の殻長制限、イセ

エビの体長制限） 
・観光客に販売する

イセエビにつき、

MPA 委員会の主導

で漁業法以上の体

長制限の設定（尾

部長さ 22cm以上の

規制を 25cm以上に

設定） 
・アネイティム島の

伝統的な統治委員

会による 6 カ所の

タブーエリアの設

定 

・FAD 漁業推進及び沖合での底釣りによる漁獲量増加及び多

種化。魚はソーラー冷凍庫がある漁師小屋（漁獲物の共同

集荷・販売場所）に保管・販売される。船外機付き漁船は

1～8 隻に増加した。 
・伝統的なカヌー（帆走カヌー）の改良（カヌーの数は 1～4

隻に増加。うち 1 隻はプロジェクトで提供した船外機付き）

・フィッシュカフェ（漁民直営レストラン）の軒数が 0～2 軒

に増加。うち 1 軒はプロジェクトからの提供 
・イセエビ専門漁師の数が 11～5 名に減少 
・エコラベルつき貝細工製品の製造、販売 
・イセエビ漁獲及び漁業活動のデータ収集促進 
・コミュニティ普及員によるアネイティム全島（3 村）対象

のコミュニティを主体とする CBCRM 啓発活動 
・アネイティム漁業協会の設立にかかる活動（コミュニティ

普及員が自主的に活動） 

マ ラ ク ラ

島 

・環境局及び国際自

然保護連合（IUCN）

の研修・助言によ

る協力で MPA を法

制化（バヌアツ初

の事例） 
・オカガニに加えマ

ングローブガニも

管理対象魚種に追

加 

・採取エリアを 5 エリアに分類し、オカガニの漁獲をエリア

別に記録 
・MPA 委員会の月例会を毎回異なるコミュニティで開催 
・月例会で資金調達活動を実施 
・ウリピブ島の魚市場建設及びデータ収集の実施 
・クラブベイ地域の 3 漁村がロウニに漁師小屋の建設開始 
・女性局と合同で貝細工の製作と（コミュニティ工芸センタ

ーでの）販売 

北 エ フ ァ

テ島 

・タブーエリアの大

幅な拡大 
・漁法の制限を規定、

文書化 
・罰則規定の設定と

文書化 
・タブーエリアの監

視担当者に 5 人を

任命 

・FAD 漁業推進及び沖合での底釣りによる漁獲量増加及び多

種化。獲れた魚は地域のホテルやレストランに卸した。 
・伝統的なカヌー（帆走カヌー）の改造（カヌーの数は 1～2

隻に増加した） 
・貝細工の販売について、ポートビラ市内のレストランで積

極的なプロモーション及び販売活動を実施 
・漁獲活動に係るデータ収集の促進 
・レレパ漁業協会の設立 
・協同組合/ビジネス開発サービス局との協働によりレレパ島

コミュニティで漁師小屋を確保 
 

上記、概要表が示すとおり多くの活動が実施されているが、本プロジェクトでの支援から始ま

ったものもあるが、それ以外はコミュニティに住む人々が自主的に始めたものもある。したがっ

て、資源管理方策及び支援活動の少なくとも 1 つ以上の対象地域でコミュニティメンバーが実施
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したものである。 
指標 2 については、コミュニティを主体とする CBCRM 評価にかかる面談が、各サイトでのパ

イロットプロジェクト実施から 1 年経過したタイミング（第 2 回 CBCRM 計画ワークショップ開

催中）で実施された。評価の主な目的は、自己評価を通じたステークホルダーの対応状況を分析

し、CBCRM の効果を把握するためであった。 
以下のとおり 8 項目中 7 項目で改善が見られるという結果が得られた。 
① コミュニティへの啓発（ステークホルダーによる CBCRM の受入れや理解度） 
② 管理主体（管理主体の設立とステークホルダーの関与） 
③ 法令順守/強制執行（法令順守と強制執行のレベル） 
④ モニタリング・評価（モニタリングと評価、VFD からの技術支援） 
⑤ 沿岸資源の現況（リソースの状態全般、MPA 内外の状況） 
⑥ 漁業活動が資源に与える影響（漁獲エリア及び対象となる種類の特定、漁獲圧力の軽減） 
⑦ 漁業世帯の経済的安定（収入の増加、漁業製品の付加価値化） 
したがって、指標 2 である CBCRM 評価における「6 項目以上のスコアの上昇」という条件は

満たされた。 
上記結果から、支援方策同様、資源管理方策がコミュニティによって 1 つ以上実施され、CBCRM

評価エリアで 6 項目以上のスコアが上昇したことがわかる。したがって、本プロジェクト目標は

達成されたと結論づけることができる。 
 
２－４ 上位目標の達成見込み 

上位目標： 
1．沿岸環境の保全及び沿岸資源の継続的利用が対象地域で強化される 
2．コミュニティを主体とする CBCRM が、周辺地域に波及する 

指標： 
1．1 つ以上の環境・資源指標において正の変化が確認される 
2．CBCRM の活動が少なくともパイロットプロジェクト以外の 1 村以上の村で実施される 

 
アネイティム島には、ミステリー島を観光船の停泊地にするため、MPA 委員会が環境保護のた

めのタブーエリアを設置し、ヤコウガイ、ウミガメ、サンゴが成長して魚をとりまく環境といっ

た沿岸資源が増加したという成功事例がある。ほかにアネイティム島から北エファテ島に運搬し

て放流したヤコウガイを本プロジェクトのフェーズ 1 期間中に移植し、同じくトンガから運搬し

て放流された大ジャコガイと一緒に成長、繁殖させた例がある。これらの事例によって上位目標

1 が少なくとも部分的には達成しており、保護の拡大と持続可能な資源の利用が見込めることが

わかる。 
終了時評価調査では、コミュニティを主体とする CBCRM の推進例を確認することができた。

ある VFD 職員は、本プロジェクトの経験やアイデアをプロジェクトサイト外の地域にあるエマ

エ島で再現すべく先頭に立ち、CBCRM 計画策定に必要な開発ニーズについてコミュニティと話

し合いを始めた。また、フランスの調査機関 IRD と共同で初期調査を行い、島周辺の沿岸資源量



 

－11－ 

を調べた1。さらに、4 年間の地域プロジェクトである、コミュニティ主体による漁業管理プロジ

ェクト（バヌアツ、ソロモン諸島、キリバスがカバーされている）が形成中であることが確認さ

れた（終了時評価調査の時点）。このプロジェクトは ACIAR（オーストラリア）がワールドフィ

ッシュセンター（WFC）を通じて資金供与している。また、太平洋共同体（SPC）が大洋州の地

域組織として参加し、プロジェクトオフィサーのスカウトや雇用を担当している。プロジェクト

の詳細はまだ検討中だがプロジェクトサイトは 4 カ所（アニワ、マスケリン、北東サント、ヴァ

ヌア・ラヴァ）で、本プロジェクトの経験がこのプロジェクトの活動要素に組み込まれる予定で

ある。この点において、指標 2 の達成が見込まれ、上位目標 2 が将来的に拡大することが現実的

になってきた。 
 
２－５ 実施プロセス 

本プロジェクトの活動のほとんどは特に大きな問題もなく実施された。プロジェクトチームと

カウンターパートは良好なコミュニケーションと効率的な意思決定プロセスのもと、協力的な関

係のなかで活動した。活動内容と成果は定期的に各プロジェクトサイトでモニタリングされた。

カウンターパートは VFD から十分な数が配置され、カウンターパートのなかには JICA が過去に

実施した本邦研修の研修員もいる2。彼らが研修期間中に習得した技能や知識は、実際のプロジェ

クト活動で活用され役に立った。マラクラ島の MPA 委員会の委員長と普及員に指名されたアネ

イティム島のローカルリーダーも本プロジェクト実施以前に本邦研修に参加した経験があるた

め、ローカルカウンターパートとして積極的に本プロジェクトに参加していた。 
上記要素に加え、本プロジェクト実施における他の推進要因を以下にまとめた。 

1）本プロジェクトでは、他の政府部門、特に観光局、女性局と協力的な関係を築くことがで

きた。例えば、①観光局と連携して作成したエコラベルを女性グループがデザインし作成し

た貝細工に付けることによって販売を促進し、こうした収入によって生計向上を図るととも

に資源管理意識が醸成された、②北エファテ島の 4 つの村ではフェーズ 1 期間中にトンガか

ら大ジャコガイを移植した場所に、観光客向けの解説ボードを設置して、繁殖可能な大きさ

まで成長した大ジャコガイを観光客に見せる機会をつくったことが挙げられる。 
2）マラクラ島の水産部門に派遣されている青年海外協力隊員（JOCV）がプロジェクト以前は

収入源をもたなかった女性グループへの支援を補完する役割を担っている。同隊員は漁獲デ

ータ収集のため漁業組合が設立したウリピブ島の新規魚市場に設置するソーラー冷凍庫の提

供に関しても漁師グループをサポートしている。 
3）SPC は、SPC 専門家と VFD 職員による沿岸資源に関する調査（大ジャコガイとタカセガイ

を含む）を北エファテ島、アネイティム島にて実施した。その調査ではこれらの貝の繁殖が

確認された。 
4）本プロジェクトでは環境 NGO のワンスモルバッグ劇団（Wan Smol Bag Theatre）と協働し

た活動もある。プロジェクトでアネイティム島のコミュニティ向けワークショップを開催し

た際、ワンスモルバッグ劇団は環境保護の観点からウミガメ保護プログラムに加えて、漁業

                                                        
1 その他の水産局（VFD）に関連する活動については付属資料 10 で図示している。 
2 カウンターパートが参加した主な研修は 1）島嶼国漁村主導型水産業多様化促進（Community-based Fisheries Diversification in 

Small Island States）、2）多様化による沿岸水産資源の持続性確保（Secure Sustainability of Coastal Fisheries Resources through 
Diversification）、3）貝類種苗の生産と資源管理（Shellfish Seed Production and Resource Management）であった。 
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活動記録を取り続けることの重要性を効果的に説明した。 
5）カウンターパートは、フィジーで 2013 年 12 月に開催された FLAMMA セミナーという効果

的な資源管理について考える地域セミナーでプレゼンテーションした際にモチベーションが

高まった。同セミナーにおいて、カウンターパートは、自分たちの活動が他のコミュニティ

に比べ先進的であり、大洋州におけるモデルになり得るという感触をもった。 
 
終了時評価調査では、プロジェクト実施にかかる阻害要因は特段確認されなかった。 
本プロジェクトは、各パイロットサイトでそれぞれ異なる技術的アプローチが取られたが、沿

岸資源の活用のため、すべてのサイトでまず以下のような標準的な手順が取られた。 
・コミュニティを主体とする CBCRM ワークショップを通じてローカルカウンターパート及び

コミュニティのモチベーションを上げる 
・CBCRM の資源管理方策と支援方策の暫定的な目標を設定する（仮の CBCRM 計画と支援活

動のドラフトを作成） 
・CBCRM 支援活動のドラフトを基に活動を実施する 
・CBCRM 計画の見直し・修正を行い、支援方策と合致した新たな活動を自主的に実施する 

 
これらの手順を基に、各パイロットサイトにてそれぞれ効果的な CBCRM アプローチが取られ

た。 
概要は以下のとおり。 
①アネイティム島：コミュニティ普及員アプローチ 

遠隔の離島においては政府が十分な支援を提供するのは難しいため、普及員は VFD によ

り特定された。コミュニティ普及員は CBCRM ワークショップや FAD 関連の活動（導入、

漁獲、データ収集、メンテナンス）を通じて CBCRM 活動を広げていった。地元のプロジェ

クト関係者や伝統的な酋長会と協働し、タブーエリアはミステリー島からアネイティム島南

部の 5 区画を含む範囲に拡大した。 
普及員任命ガイドラインはいまだにドラフト段階にあり、正式化に向けて VFD にて協議

中であった。アネイティム島の事例は正式に任命されればバヌアツ国で最初に適用した例と

なる。ガイドラインが承認されれば、行政サービスをコミュニティに委託するこの方法を他

の遠隔地にも広げていくことが期待される。 
②マラクラ島：コミュニティ間連携統合管理アプローチ 

多くのプロジェクトワークショップに若いリーダーが参加している。彼らは既存の MPA
委員会に新メンバーとして加入し、活動を始めている。同委員会は本プロジェクトにより刺

激を受け、既存の資源管理計画を改定して資源管理のアクションプランを策定した。これら

の活動はついに政府からの MPA 計画承認（MPA の法制化）へとつながった。委員会は小委

員会を組成して、ウリピブ島やロウニ（アマル・クラブベイエリアにあるコミュニティの 1
つ）の魚市場設立やエリア内 16 村の参加を得た貝細工活動、MPA エリア内の観光開発など、

自発的に支援活動を展開した。魚市場の建設は、漁獲データの収集が目的であり、効果的な

海洋資源管理を長期にわたって行うことめざすものである。また、委員会はアマル・クラブ

ベイにある 16 のコミュニティの協力体制のうえに成り立っており、共同販売及び資源管理

の記録を集める支援をしている。このようなコミュニティ連携による CBCRM の重要性とメ
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リットを感じた別のコミュニティが、17 番目のコミュニティとして MPA 委員会に近々加入

する予定である。 
③北エファテ島：観光開発連携統合管理アプローチ 

この地域の貝類資源はプロジェクトフェーズ 1 実施中に補填され、コミュニティ主体によ

る活動が始まった。そのため、「貝類資源を中心とした管理アプローチ」が初めて実行され

た。この実績を基盤として、コミュニティは CBCRM を絡めた外部の機会を活用している。

具体的には観光との連携である。北エファテ島の観光開発計画は、バヌアツ唯一の世界遺産

活用を念頭に策定されており、そのなかで対象地域の住民は沿岸資源を観光資源としてとら

え、既存のタブーエリアを拡大させた。コミュニティリーダーが中心的な役割を担っている

FAD 委員会は、本プロジェクトの下で組成され、FAD の導入やそれを利用した漁獲（FAD
は 2 機をプロジェクトがコミュニティに提供し、3 機目をコミュニティが導入した）の推進

や、貝細工グループの組成、リーフの資源保護など、重要な役割を果たしている。女性によ

る貝細工グループは売上の 10％を新規メンバー向けの研修費用及び研修終了後の開業用基

金に充てている。また、エファテ島の道路沿いに道の駅を作ったほか、ポートビラのある店

舗への販路を確保した。また、慈善団体 ACTIV （Alternative Community Trade in Vanuatu）
が同市内に新規出店予定の店への販売ルートも確保されていることが確認された。 

 



 

－14－ 

第３章 評価 5 項目による評価結果 
 

評価 5 項目に基づき本プロジェクトの評価を実施したところ、結果は以下のとおりであった。 
 
３－１ 妥当性 

本プロジェクトの妥当性は高い。 
（1）本プロジェクトの妥当性は開始時からバヌアツ開発政策において高く評価されている。バ

ヌアツ国家開発計画である「国家優先課題・行動計画（2006～2015）」“Priorities & Action 
Agenda 2006-2015”は 2012 年に改訂されたものの、第 1 次産業の開発が戦略的に優先されて

いることに変化はない。漁業セクターではほかのコミュニティ資源同様沿岸及び「沿岸内」

漁業のコミュニティ管理計画の策定を推進するという構想がある。優先的な政策目標として、

漁業を強化し質を高め、安全性と競争力をつけることが挙げられている。この国家開発計画

を基に、農業・畜産・林業・水産・検疫省（MALFFB）は“Corporate Plan 2014-2018”を最

近策定した。そのなかで期待される成果として本プロジェクトと深い関係性を有する以下の

内容を挙げている。 
・ 効果的な調整・モニタリングや漁業プログラムの実施によって地方の漁業が進歩する

こと 
・ 地方の漁獲技術の効果・効率が上がり、それが広まること 
・ VFD 職員、漁師、魚類加工者が研修を受けやすくすること 
・ 代替漁業の開発と推進 
・ 漁業保全と管理に関する世間の知識が高まること 
・ 技術的な漁業資源データの収集能力が強化されること 
・ コミュニティが保全・管理する海域が価値のある種により回復すること 

 
（2）本プロジェクトは、日本の「対バヌアツ共和国国別援助方針（2012 年 4 月）」とも合致し

ており、環境/気候変動が 2 つの重点分野の 1 つとして挙げられている（もう 1 つの重点分野

は「脆弱性の克服」）。同方針ではバヌアツ政府とコミュニティが沿岸漁業資源の維持・活用

を推進することで、資源管理や生活水準の向上が達成できるよう援助を行うとしている。 
 
（3）本プロジェクトは、付加価値が高く持続可能な沿岸資源の利用によって地方の生計向上を

ねらうという開発ニーズと合致している。プロジェクト期間中に上記内容の多くが達成され

ており、これらの成果はすべての関係者の努力によって持続させていくことが必要である。

多くのカウンターパートが対象エリアのコミュニティに対し、コミュニティを主体とする

CBCRM を定着させるための更なる支援と、バヌアツのその他の島でも同様のプロジェクト

を実施することを提案している。本プロジェクトは観光資源が活用できる場所、大きな市場

へのアクセスが比較的容易な場所、または観光開発の機会があるものの主要な市場から遠く

離れている場所をパイロットサイトとして 3 カ所選定した。このような特徴は、国内の他地

域でも見られるものであり、本プロジェクトから得られた経験が他の地域でも適用できるこ

とが望まれる。 
  



 

－15－ 

３－２ 有効性 

本プロジェクトの有効性は、おおむね確保されている。 
（1）本プロジェクトは、設定された指標の達成度によると「2-3 プロジェクト目標の達成見込

み」で述べたとおりプロジェクト目標を達成しており、効果的であったと評価される。しか

し、主要文書である CBCRM 計画がまだ最終化されていないため、プロジェクトが終了する

までに同文書を最終化させることが重要である。 
 
（2）成果とプロジェクト目標との間には矛盾した関係はみられなかった。3 つの成果の達成が

プロジェクト目標実現につながると考えられる。本プロジェクトの前提条件である「土地や

海の所有に関する論争が起こらないこと」と「地方政府のコミットメントが得られる」は終

了時評価調査の時点でも守られており、プロジェクトに関連する活動の円滑な実施の妨げに

はならなかった。各対象エリアのコミュニティとは CBCRM において協力的な関係が築かれ

ており、資源の増加という形でプラスの成果が発現している。 
 
（3）1 年にわたる活動を実施した後の CBCRM 計画案の作成、漁獲技術に関するスキルや知識

の向上、低コストの FAD の導入と漁師への経済効果、CBCRM と観光開発の連携、貝細工の

ための女性グループの設立、クルーズ船観光客向けのフィッシュカフェの開設（アネイティ

ム島）といった効果がパイロットエリアで幅広く確認された。 
 
３－３ 効率性 

本プロジェクトの効率性は高い。 
（1）本プロジェクトのフェーズ 1 は 2006～2009 年まで実施された。同フェーズでは、水産養

殖施設の建設や VFD 職員への水産養殖技術の技術移転、パイロットサイトへの稚貝の放流、

生育、繁殖、CBCRM のマニュアル作成、生計多様化のための貝の販売が主な活動内容であ

った。しかし、コミュニティによる資源管理の実施や確立に関するフォローアップ活動は実

施されなかった。フェーズ 2 は 2012 年に開始され、コミュニティの能力開発と生計向上、

最終的に持続可能な CBCRM モデルを確立することが目的とされた。 
 
（2）プロジェクト実施にかかわる大きな障害は特段なく、効率的に実施されたと評価できる。

日本側からのプロジェクトへの投入は専門家の派遣と機材の供与であった。バヌアツ側から

の投入は主にカウンターパートとオフィススペースや施設といった現物の支給であった。さ

らに、各パイロット地域のコミュニティメンバーはプロジェクトチームや VFD カウンター

パートと密接にかかわり、MPA 委員会の下に組成されたさまざまな小委員会のリーダーはロ

ーカルカウンターパートとして位置づけられる。カウンターパートの入れ替えはほとんどな

く、日本・バヌアツ側双方とのコミュニケーションは良好であった。JCC も定期的に開催さ

れ、これまでの 2.5 年のプロジェクト期間中に 4 回開催された。 
 
（3）投入全体からみた成果の達成度については、日本側の投入により成果指標はおおむね達成

されたといえる。アネイティム島と北エファテ島のタブーエリアの拡大、マラクラ島での

MPA による政府の承認の取得、プロジェクト外で VFD による低価格 FAD 3 機目の導入など
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の例に見られるように、VFD やローカルカウンターパートによる自発的な追加投入もプロジ

ェクトの成果や目標の達成に貢献した。 
 
（4）プロジェクト期間が 3 年であることについて、カウンターパートからは短いという意見が

一様に聞かれた。CBCRM が目に見える形で確実な成果を発現するのはパイロット活動を実

施し、経験を学び、その経験や知識を共有して結果を見直したあとになってからである。プ

ロジェクト期間中に達成したことを定着させるためには、こまめなモニタリングとフォロー

アップ活動が必要であると思われる。 
 
３－４ インパクト 

本プロジェクトのインパクトは、高いと見込まれる。 
（1）最も重要なインパクトは、上位目標の達成に向けて前進したことであると考えられる。本

プロジェクトから数年以内には上位目標は達成されることが見込まれる。「2－4 上位目標の

達成見込み」で取り上げた例は沿岸資源の保全と持続可能な利用が広がっていくことや、

CBCRM 活動が地方沿岸部にも広がっていくことを示すものである。 
 
（2）本報告書では、既に VFD/コミュニティ関係者が現在の取り組みを強化したり、本プロジ

ェクトで取り入れたアプローチを他の地域に展開したりするための自主的な活動例を挙げ

た。3 つのアプローチを経験したことで、カウンターパートは資源管理方策及び支援方策を

推進することに関して自信を深めている。FLAMMA によると、現在の政府（2014 年 5 月組

閣）は漁業開発を含んだ「生産分野」の推進に前向きである。この方針は、CBCRM 方策の

国内、他地域での実践に向けた推進要素であり、まず VFD 主導でエマエ島に展開している

事例、またドナー（ACIAR、WFC、SPC）支援により、今後実施されるプロジェクト4が具体

例として挙げられる。 
 
（3）SPC が毎年 10 月にサント島で開催している大洋州の域内研修プログラム「大洋州水産普

及員コース」で、VFD カウンターパートが本プロジェクトでの経験をもとに CBCRM に関す

る講義を行う予定であることが確認された。 
 
（4）本プロジェクトは、パイロットエリアの女性に対しても新たな社会的活動の機会を提供し

たプロジェクトであった。男性中心の社会であることはこの地域で典型的な事象であり、女

性が経済活動に従事することはほとんどなく、大部分は家庭内労働（家事）であった。本プ

ロジェクトの支援により、すべてのサイトの女性グループが積極的に貝細工に取り組んでい

るほか、アネイティム島の女性グループはフィッシュカフェを設立し、ミステリー島へのク

ルーズ船観光客に料理を提供している。マラクラ島の貝細工グループも自分たちで貝細工以

外の民芸品の製作へと活動範囲を拡大した。その結果、グループのメンバーは一緒に働き、

外部の支援を受けながらスキルを上げていき、地元のマーケットやポートビラで販売できる

                                                        
4 プロジェクト名は「太平洋島嶼国におけるコミュニティ主体の漁業管理改善事業」“Improving Community-based Fisheries 

Management in Pacific Island Countries” 
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までになった。アネイティム島のフィッシュカフェのグループは、資源がより安定的な小型

の浮魚を FAD 周辺で漁獲し、プロジェクトが提供した冷凍庫に保存し、料理として出すよ

うになったり、これによって乱獲に対して脆弱なイセエビなどのリーフ内資源への漁獲圧力

は軽減された。どちらの活動もグループメンバーに新たな代替収入源をもたらした。新たな

機会の創出は農漁村の女性にとって自分たちの社会的地位を向上させることのみならず、社

会・経済開発上も自らのポテンシャルに気づくきっかけになるものであり、本プロジェクト

はジェンダーの平等の観点から大きな成果をもたらしたといえる。 
 
（5）本プロジェクトのパイロットサイトには、いずれも観光関連の活動や計画がある。アネイ

ティム島は長年にわたりクルーズ船の寄港地であり、北エファテ島はハット島という世界遺

産がある。マラクラ島はアマル・クラブベイ地域に観光開発のポテンシャルがあり、エコツ

ーリズム先として有望である。観光客の来訪によって海洋資源を活用した経済活動は活発に

なることが予想される。これらの活動のためには、資源管理方策と支援方策の両面で持続可

能な CBCRM を実施していく必要がある。 
 
（6）観光開発のための資源がほとんどない地域においてどのような効果的な方法があるかにつ

いては課題が残っている。これらの場所では FAD を使って外洋で捕えた魚を地元の魚市場

で販売するとともに、地方部及び都市部への貝細工の販路を確保することが可能性として考

えられる。 
 
３－５ 持続性 

本プロジェクトの持続性は、現時点では中程度である。 
（1）先述のとおり、MALFFB の“Corporate Plan 2014-2018”では CBCRM を推進する環境が整

っており、VFD カウンターパートが高いオーナーシップと意欲をもって CBCRM を推進して

いくことがうかがわれ、組織的な観点からの持続性の見通しは高い。しかし、具体的にどの

ようなプロジェクトを何件実施するか、また CBCRM 活動の実施（または再現）に十分な人

員が確保されるかどうかなど、詳細については未定の部分が多かった。 
 
（2）対象地域の VFD カウンターパート及びコミュニティカウンターパートの能力は本プロジ

ェクトでの活動を通じて向上した。パイロットエリアの CBCRM 管理は、MPA 委員会に結び

ついた複数の委員会の下で関係者が積極的に各委員会の運営にあたっているという構造に

なっている。VFD カウンターパートは、本プロジェクトにおいて多くの委員会を支援するこ

とで経験を培った。コミュニティ普及員の仕組みは、政府における人手不足の問題を解消す

る設計となっているが、VFD がどのように離島の普及員を選び、任命するのかという課題は

残ったままである。 
 
（3）責任や権限が離島のコミュニティ普及員に引き継がれることになった場合でも、CBCRM

のサイトの数が増えれば、VFD は各サイトの支援のためにより多くの予算を積むことが必要

になると考えられる。地方部の人々を動機づけ、技術面・管理面での支援を提供することに

より当該地域で経済的・社会的な機会を創出するためには、十分な資金源を確保することが
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必要となる。 
 
３－６ 評価結果の結論 

本プロジェクトは、バヌアツの開発政策やニーズ及び日本の援助方針に合致しており、妥当性

は高い。有効性はプロジェクト目標に関する 2 つの指標を達成しており、おおむね確保されてい

る。また、プロジェクトの成果と目標との関係にも矛盾はみられなかった。効率性はプロジェク

ト実施に際して運営上の大きな問題はなかったため高く、インパクトに関しても上位目標の達成

に向けた前向きな事例がみられたため高いと評価できる。持続性は現時点では中程度である。政

策では CBCRM は理解され、カウンターパート及びステークホルダーの能力も向上しているもの

の、今後の CBCRM 活動の詳細については決まっていないことや、十分な予算が確保されるかと

いう課題は残されている。 
本プロジェクトの大きな達成成果は、プロジェクトの支援によって VFD カウンターパートが

コミュニティに対して CBCRM アプローチにおける技術面・管理面での支援に自信を深めたこと、

また、コミュニティも MPA 委員会を組成し、傘下に小委員会やグループを設立して、本プロジ

ェクトの範囲如何にかかわらず自主的にさまざまな活動を展開するようになったことであった。

この活動の根底にあるのは経済的・社会的にもプラスの結果を生み出そうという動機であるとい

える。コミュニティが独自に管理体制を組成するというこのメカニズムにより、政府の全面的な

支援やサービスへの依存状態が軽減され、コミュニティが主体となった活動が推進されることが

今後望まれる。 
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第４章 提言と教訓 
 
４－１ 提言 

（1）プロジェクト終了までの提言 
1）CBCRM 計画の最終化と承認 

CBCRM 計画はコミュニティレベルでの活動の重要な指針となるため、確実に文書化し

最終化すること。文書化された CBCRM 計画は定期的な見直しを行う際にも有用である。

計画実施の実効性を確保する意味からも計画の承認作業を進め、特に漁業法に基づき国が

正式に承認した計画として登録する手続きまで終了させることが重要である。 
2）コミュニティ普及員制度ガイドライン 

コミュニティ普及員制度ガイドラインがいまだドラフトの段階である。このガイドライ

ンに普及員選定基準などの重要な記載事項を整理のうえ完成させること。 
3）CBCRM に係る地域・国内セミナーについて 

2014 年 10 月に開催するセミナーに向け、本プロジェクトの成功事例・失敗事例を詳細

に分析し、関係者との情報共有及び広報を行うこと。 
 
（2）プロジェクト終了後の提言 

1）アプローチ、メカニズム、ツールの活用 
本プロジェクトでは、資源管理への取り組みの応用性・汎用性を確保すべくさまざまな

アプローチ、制度、方策・ツールなどを構築した。今後これらの普及（地域展開）を積極

的に進め、関連する知見・経験を蓄積すること。 
2）CBCRM 計画の定期的な見直しについて 

沿岸資源の管理計画は、沿岸資源の状態や環境の変化に応じて活動内容を定期的に見直

し、改定していくことが求められる。コミュニティは、こうした作業を確実に実施するこ

と。また、その際には VFD が技術的な支援を行うこと。 
3）CBCRM 計画実施効果のモニタリング 

今後、CBCRM を普及するうえでは、優良事例をしっかりとモニタリングし、その成果

を明確な物証（エビデンス）として蓄積し、提示することが、他地域への展開を効率的に

進めていくうえでのカギとなる。 
4）他省庁とのパートナーシップについて 

本プロジェクトでは、各機関と連携が成果発現に効果的に寄与したが、その際には、合

同調査委員会（JCC）や関係者が連携のモデレーターとして機能していた。プロジェクト

終了後も、連携効果を維持するためには、関係機関が定期的に情報共有や連携協議を行う

場を確保する必要がある。また、同時に新たな外部機関（特に、検疫局や産業局）との連

携体制構築も必要である。 
5）本プロジェクトの経験の普及について 

VFD カウンターパートは、SPC や FLMMA など地域機関・NGO との連携を通じて、プ

ロジェクト成果の積極的な広報・普及に努めること。SPC は、毎年サント島において“Pacific 
Islands Fisheries Extension Officers Course”を実施しているが、この地域研修はプロジェク

ト成果普及の好適な機会である。 
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6）今後の CBCRM 活動の展開に必要な予算と人員について 
VFD カウンターパートは、今後の CBCRM 活動の展開に必要な予算を確保し、各コミュ

ニティを支援するための十分な人員を配置すること。 
 
４－２ 教訓及び考察 

沿岸水産資源の持続的利用を通じて「豊かな前浜」の実現をめざす本プロジェクトでは、まず

フェーズ１において定着性が高く資源管理上の有用なツールとなる貝類資源の増養殖技術の移

転を行い、続いて本フェーズ 2 において島嶼地域におけるさまざまな制約要因のなかでも実効性

をもった水産資源管理のあり方を模索する構成となっている。そして、プロジェクトの対象地域

としては、行政支援の行き届かない（そして、ドナーも支援対象とすることを避けがちな）離島

部漁村をあえて選択している。 
共有資源である水産資源は、誰もが自由に利用できる状況にあると、いわゆる「共有の悲劇」

として必然的に乱獲→資源の枯渇を引き起こすことになるため、水産資源管理においては、皆が

ルールを守る状況をいかに構築するが重要な課題となる。島嶼国においては、人も金もない小さ

な行政機関が散在する離島部と広大な海域を管理することになるため、いわゆるトップダウン的

なアプローチにはおのずと限界が生じるといわれている。 
こうした背景を踏まえ、本プロジェクトでは、住民（＝資源利用者）に一定の管理権限を与え、

自主的な管理を促すいわゆる共同漁業管理を推進すること、そして、資源管理による短期的な負

の影響（例：漁獲の減少→収入の低下）への懸念から住民の資源管理への取り組みが損なわれる

ことのなきよう資源に対する直接的な働きかけである管理方策（禁漁期、漁具規制など）と管理

方策の実効性を強化する支援方策（代替収入源の創出支援など）をうまく組み合わせることの 2
つを重要な基本理念としている。このように、プロジェクト形成時において明確な基本理念（≒

プロジェクト実施戦略）を設定することは、その後の効果的なプロジェクトの実施につながると

考えられる。 
途上国において技術協力を行う場合、「モデル」の構築をめざすことも多い。例えば、水利組

合や学校運営委員会を設立するような支援を行う場合は、制度や組織形態、運営方法などに関し、

一定の「型＝モデル」をつくり、それを適宜応用運営することで、一定の成果が上がることが想

定される。すなわち、モデル構築によって、無駄な試行錯誤の手間を省くことができる。他方、

水産資源管理の場合は、資源利用者の社会経済的背景、社会的組織の形態、資源の特性、地理的

条件、社会インフラの整備状況等その内部・外部要因が極めて多様な条件下での対応が求められ

るため、そこには、必ずしも“One size fits for all”的な汎用性のある「型」は存在しない。水産

資源管理案件においては、水産局（VFD）等のカウンターパート機関が必要な予算と人員を配置

したうえで、多様な状況に対応するための道具（管理方策＋支援方策）の選択肢をいかに増やし、

それらを効果的に組み合わせ運用する能力を高めるかがカギとなる。こうした道具の手配と運用

法が確立されれば、小さな VFD であっても効率的に水産資源管理を推進することができる。 
こうした理解に基づき、本プロジェクトでは「モデルの構築」ではなく、住民主体の水産資源

管理を確立することに注力したが、こうした正しい方向性での取り組みが有意義な成果の蓄積に

つながった。これらの成果については、先方関係者に自らの取り組みの価値を再認識してもらう

べく合同評価報告書（付属資料 11）のなかでもあえて明示的に整理・記載したが、以下に主要な

ものを記述する。 
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（アプローチの確立） 
・ 統合的資源管理アプローチ：資源管理方策と支援方策を統合的に実施することは、資源管

理への取り組みの実効性と持続性の確保に有効に作用した。 
・ コミュニティ普及員制度：行政官の配置もなく、行政サービスの行き届かない離島部支援

を有効に行う工夫として、住民の代表を普及員として任命し、積極的に活用する方策は島

嶼国において汎用性の高いアプローチといえる。 
・ 貝類資源を活用した資源管理アプローチ：定着性の高く、成果の見えやすい貝類資源の保

全への取り組みを足掛かりとして資源管理の体制強化を図り、その後、他魚種の管理へと

発展していく方策は住民の支援を確保しやすい。 
・ 既存社会制度に立拠した委員会の設立：既存制度と相反・競合する新制度の構築は不必要

な社会的混乱を起因する可能性があるが、本プロジェクトでは、既存のチーフ制に基づく

意思決定システムに立拠して資源管理委員会を構成したことから、コミュニティ内及び複

数コミュニティ間の利害調整・合意形成のシステムとして有効に機能した。 
・ 小委員会（cluster management）制度：コミュニティ内外に設けられる資源管理委員会は、

多様な関係者が含まれると効率的に意思決定を行えないことがあるが、活動別（機能別）

の小委員会を設けることによって、上記の問題を回避した。また、各小委員会の中心的な

人物は次世代のリーダーとしての経験を蓄積することにもつながるという副次的効果も

確認された。 
・ 住民による自主的ルールの公式化：住民が主体となって作成した資源管理ルールを伝統的

統治制度や公的機関の承認を通じて公式化したことは、自主ルールに必要な権威づけを行

ううえで有効に作用した。 
 

（管理・支援方策） 
・ 低コスト FAD：沿岸資源への漁獲圧力分散に効果のある浮漁礁に低コスト化、運用簡易化

の改良を加えた。 
・ コミュニティによるデータ収集：住民参加型資源管理の枠組みでは、収集したデータを自

ら行う資源管理に利用することになるため、より正確な漁業データ収集への動機づけが確

保された。 
・ 地場資源を活用した工芸品（貝細工）：長期保蔵や流通に困難が伴う生鮮水産物と異なり、

貝の加工品は離島部においても実施可能な代替収入源として活用された。こうした活動は

女性グループの活性化にもつながりコミュニティの一体感醸成にも貢献した 
・ エコラベル：観光局との連携により、コミュニティの産品の高付加価値化・流通促進に貢

献した。このエコラベルには、CBCRM に努力しているグループによって作成された貝細

工であることの記述に加え、観光局のロゴとともにバヌアツ産品であることも明示されて

いる。バヌアツで販売されている土産物の多くは輸入品であることから、国内産工芸品を

求める観光客にもこうした証明が歓迎されている。 
・ 漁民直営レストラン（フィッシュカフェ）：このフィッシュカフェは、漁民コミュニティ

が自らレストランを運営し観光客向けに魚料理を提供するものであるが、これは生産者

（漁民）が第 2 次、第 3 次産業に直接関与することで生産物の付加価値を高め、生計向上

に寄与することをめざす「6 次産業化」と同じ理念に基づく活動でもある。 



 

－22－ 

・ 相互訪問：住民の相互学習、資源管理参加への動機づけ強化に有効に作用した。 
 

JICA としての大洋州地域における水産セクター支援への投入は極めて限定的である状況に鑑

みると、本プロジェクトでは、バヌアツの特定地域における特異的な状況に対応した技術支援と

いう小さな成果ではなく、地域的にも広く応用展開が可能な付加価値の高いアプローチを開発す

ることが求められていた。水産資源管理への取り組みにおける応用性、汎用性とは、すなわち「道

具＝方策」とその組み合わせの選択肢の豊富さを意味すると考えられるが、本プロジェクトでは、

道具の開発にも注力するとともに、それらを効果的に機能させるための仕組み・工夫を複層的に

構築したとみることもできる。 
こうした取り組みは、バヌアツ国内のみならず同様の環境下にある島嶼国においても広く応用

展開が可能であり、地域的にも価値の高い成果であると考えられる。事実、バヌアツでの本プロ

ジェクトの取り組みは地域的にも認識され始めており、本終了時評価調査中にたまたまバヌアツ

を訪問していた SPC 沿岸漁業部門長も JICA によるバヌアツにおける CBCRM の取り組みは合理

的かつ包括的であると高く評価していた。 
こうした有意義な成果が、太平洋州地域における JICA 支援において、今後も有効に活用され

ることを期待したい。 
 



付 属 資 料 

 

１．改定PDM 
 
２．指標 
 
３．活動計画（PO） 
 
４．評価ミッションスケジュール（日本側） 
 
５．面談先一覧 
 
６．日本側投入 
 
７．バヌアツ側投入 
 
８．成果グリッド 

 
９．評価グリッド 

 
10．直近のCBCRMに関するVFDの活動（プロジェクト以外の活動） 
 
11．合同評価レポート 
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